














研究目的 

フェニルケトン尿症の母親から生まれた児には,知能障害,小頭症,心奇形,子宮内発育不全

が多く,母性フェニルケトン尿症(Maternl PKU)と呼ばれている。本症の脳障害については,

これまで多数の研究がなされているが,最大の致死的原因である心奇形に関する実験的研

究は見られない。前年度,我々は妊娠末期のラットにフェニルアラニン(Phe)を負荷し,その

胎仔脳および心臓において蛋白合成が障害されていることを示した。このような蛋白合成

阻害が妊娠早期に存在すれぱ心奇形の発生を説明しうるものと考えられる。今年度,我々は

妊娠ラットの早期に Phe を負荷し,その胎仔における心奇形の発生の有無について検討し

た。 


